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特　集 低耐荷力管推進工法の基礎知識

はじめに1

　国内においては下水道の整備・普及率が年々高まる
につれ管きょの新設工事は減少しており、管路の更生・
改築等の維持管理分野あるいは海外への事業展開な
どへの意識が高まっているように思われます。
　こうした状況下でも、国内の管きょ新設の計画も当然
残されており、小口径管推進工法においては耐久性お
よび経済性に優れている低耐荷力管推進工法はまだま
だ求められています。
　アンクルモールＶ

ブイ

工法（以下、本工法）は、そのようなニー 
ズに基づき泥水式一工程方式の低耐荷力管推進工法と
して、平成10（1998）年に開発され現在に至っています。
　本稿では、本工法の概要、特長を解説し、施工事
例について紹介いたします。

アンクルモールＶ工法2

2.1　開発の経緯
　本工法は、高耐荷力泥水式推進工法のアンクルモー
ル工法の長距離推進、広範囲にわたる適応土質、高
い推進精度という特長を活かしながら、それまであった
低耐荷力管推進工法では困難とされていた帯水層への
対応を図りたいという市場の要望に応えるため開発を行
いました。

2.2　工法の概要
　本工法は、低耐荷力管推進工法・泥水式一工程方
式に分類されます。システムは偏心回転運動をするカッ
タヘッドとクラッシャを備えた掘進機を先導体として、元
押装置、流体輸送装置、泥水処理装置および滑材注
入装置により構成され、硬質塩化ビニル管を小型の円
形立坑から遠隔操作により推進することを可能にしたも
のです。適用する推進管は、呼び径200〜500の下水
道推進工法用硬質塩化ビニル管（JSWAS K-6）です。
　機構としては、掘進機前面のスポーク型カッタで地山
を掘削し、コーンロータの偏心回転運動により、外側コー
ンとコーンロータから構成されるクラッシャで、取込んだ
玉石を破砕する掘進機です。掘削した土砂は、排泥ポ
ンプにより地上の泥水処理装置まで流体輸送され、土
砂ならびに泥水に分離されます。
　掘進方法として、土圧に対しては、推進ジャッキによ
る元押推進力により掘進機前面を地山に押付け、クラッ
シャ内に掘削した土砂を充満させて崩壊を防ぎ、地下
水圧に対しては、送泥水圧によりバランスをとり切羽の安
定を図っています。掘進機の方向制御は、発進立坑内
に据付けたレーザセオドライトで推進施工計画線を照射
し、掘進機内のターゲットをテレビカメラで常時モニタし
ながら、掘進機内の方向修正ジャッキを操作することに
より行います。
　アンクルモールV工法の系統を図−1に示します。
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2.3　工法の特長
　アンクルモールV工法の特長は次のとおりです。
　①掘進機の分割発進機能と半管の使用により、小型

立坑からの推進が可能
　②掘進機を分割することにより、小型立坑および既設

マンホールからの回収が可能
　③1スパン80m以上の推進が可能（土質条件による）
　④軟弱地盤から帯水砂礫層および、軟岩（4MN/㎡）

まで幅広い土質に対応可能
　⑤方向修正誘導装置を標準装備しており、高い施工

精度の確保が可能
2.4　掘進機の分割発進・ 
　　　分割回収
　発進時は、掘進機の前胴
部（シールド本体）と後胴部

（テールシールド（1））に分け 
て発進を行います。その後、
硬質塩化ビニルに内装された
推力管を順次接続し推進を
行います。掘進機は、到達立
坑および到達マンホールにお
いて分割回収が可能です。
　アンクルモールV工法の構
造は図−2のとおりです。

図−1　アンクルモールＶ工法系統図

図−2　アンクルモールＶの構造


